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※ＩＣＴ【Information and Communication Technology】…情報通信技術。 

(1) 目的意識の育成と体系的なキャリア教育の推進 

(2) 体験的な学習活動の推進と地域との連携 

 

 

 

施策の目標 

 

 

 

 

●確かな学力を 

はぐくむ 

 

 

 

 

 

●社会を生き抜く力を 

育てる 

２－５ 社会的・職業的自立をめざした 

キャリア教育の推進と拡充 

２－１ 確かな学力の定着 

(1) 学習意欲や学びの質の向上 

(2) 課題に取組み、よりよい解決を図る児童生徒の育成 

(3) 創意工夫を生かした教育活動の推進 

(4) 読書活動の推進 

(5) 情報教育の推進と充実 

(6) 科学教育の推進 

(7) 発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実 

２－２ 教職員の指導力向上 

(1) 学力調査の結果を生かした授業改善 

(2) 主体的・対話的で深い学びを実現する授業の展開 

(3) 児童生徒の学びを創り、意欲をはぐくむ教職員の育成 

(4) 教職員のＩＣＴ※活用指導力の育成 

２－３ 幼稚園・保育園等・小学校・中学校の連携推進 

(1) 児童生徒の就学においての円滑な接続と連携強化 

(2) 高等教育機関との連携推進 

２－４ 共生社会形成のための特別支援教育の推進 

(1) 児童生徒一人一人の成長に必要な支援の充実 

(2) 支援に必要な体制の整備と学校間連携の推進 

(3) 支援を要する児童生徒の自立と社会参加 

●基本目標２ 

   確かな学力を身に付け、個性や創造性に富む人づくり 
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幼稚園・保育園等・小学校・中学校は、さまざまな教育活動をとおして、子どもた

ちを心身ともに健全で個性や創造性に富む人として育成する場所です。変化の激しい

これからの社会を主体的、創造的に生きていくためには、幼児教育から、生涯にわた

る学習の基盤となる資質や能力をはぐくむことが必要です。各段階の発達課題を踏ま

えた質の高い教育をめざし、社会の中で個の自立と協働を図るための主体的・能動的

な力の育成に努めます。 

また、幼児期からの科学教育を推進し、自然を愛する心を育てるとともに、自然の

物事や現象についての科学的な見方や考え方を養います。 

未来を担う子どもたちが、将来の夢や希望を抱いて、自らの力で未来を切り拓いて

いくことができるよう、幼稚園・保育園等・小学校・中学校・家庭・地域社会が連携

し、豊かな人間性や社会性、自主性をはぐくむ学校教育の推進を図る取組を進めます。 

 

 

「確かな学力」とは、基礎的・基本的な知識や技能はもちろんのこと、これに加え

て、学ぶ意欲や自分で課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく

問題解決する資質や能力など含めたものをいいます。 

基礎的学力の定着と学力向上を図る取組を推進し、義務教育 9 年間の「学び」と「育

ち」を充実できる効果的な実践を積み重ねていくことが必要です。それぞれの学校の

特色を生かし、家庭や地域と情報・課題・目標などを共有しながら、児童生徒の「確

かな学力の定着」をめざします。 

 

 

(1) 学習意欲や学びの質の向上 

① 学習意欲の向上を図り、知識・技能を活用する力を育成することで、「確かな

学力」の定着を図ります。 

 

(2) 課題に取組み、よりよい解決を図る児童生徒の育成 

① カリキュラム・マネジメント※に基づき、よりよく問題を解決する能力や、問

題の解決に向けて主体的、創造的に取り組む力を育成します。 

※カリキュラム・マネジメント…学校の教育目標の実現に向けて、教育課程（カリキュラム）を編成・実 

 施・評価し、改善を図る一連のサイクルを計画的・組織的に推進していくこと。 

施策の方針 

 

 

施策の展開 ２－１ 確かな学力の定着 

 

施策の目標  ●確かな学力をはぐくむ 

●社会を生き抜く力を育てる 
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② 自分の力で課題を探究し結論を導くことができたという達成感や、自主的に学

ぶことの楽しさなどを味わわせ、学習意欲が一層向上するよう指導を工夫しま

す。 

(3) 創意工夫を生かした教育活動の推進 

① 地域の特性を生かし、教科などの枠を超えた総合的・横断的な学習や、体験的

な学習、探究的な活動を行い、課題解決能力をはぐくむ教育活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 読書活動の推進 

① 図書館司書や司書教諭との連携により、児童生徒の主体的、意欲的な学習活動

と豊かな感性や情操をはぐくむ読書活動を推進します。 

② 各教科、特別活動、総合的な学習の時間での調べ学習※など多様な学習活動が

展開できるよう整備を図ります。 

 

(5) 情報教育の推進と充実 

① 高度情報化社会において、児童生徒に必要な情報を主体的に収集、処理、発信

するなどの情報活用力を身に付けさせ、学力向上につなげます。 

 

(6) 科学教育の推進 

① 科学に対する好奇心や探究心をはぐくみ、科学的に思考し、工夫する力を育成

します。 

 

(7) 発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実 

① 生涯にわたる人間形成や学習の基礎が培われるような幼児教育の質の向上に努

めます。 

※調べ学習…児童生徒が課題について、図書館を利用したり、聞き取り調査をしたりして結果をまとめる 

こと。総合学習の一形態。 

【国際化についての学習】 【次世代エネルギーについての学習】 

http://dictionary.goo.ne.jp/leaf/jn2/128449/m0u/
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(1) 学習意欲の向上と基礎学力の充実 

① 児童生徒の興味・関心を引き出し、自ら学ぶ態度を養い、学習意欲の向上に努

めます。 

② 学習の基礎・基本となる知識・技能を確実に習得させ、それを活用し、｢読む｣

「書く」「聞く」「話す」力を育成し「確かな学力」の定着と強化を図ります。 

 

(2) 思考力・判断力・表現力を高める課題解決型学習の推進 

① 自ら考えようとする意欲をもち、粘り強く取り組むなど、主体的に学習に取り

組む態度を養います。 

② 問題解決的な学習過程を取り入れ、自ら課題を見つけ、自分なりの見通しをも

って解決を図るなど、児童生徒の思考を促し、学び合いができるように教師の

働きかけを工夫します。 

③ 総合的な学習活動においては、児童生徒が主体的に取り組み、自分の考えをま

とめ、表現できる学習活動や体験活動を多く取り入れ、探究的な学習となるよ

う工夫します。 

④ 児童生徒にこれまで以上に豊かな教育環境を提供し、その成長を支えることが

できるよう、家庭・学校・地域が連携した土曜学習プログラムを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 学校図書館を中心とした読書活動の推進 

① 蔵書を充実し、読書活動に関する児童生徒の興味関心を高める読み聞かせ、

図書だより、掲示物の工夫などを行います。 

 

具体的な取組 

 

 

【学び合いを大切にした授業】 
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≪実施目標≫ 

 
平成２５ 

年度 

平成３０ 

年度 

令和５ 

年度 

学校図書館図書

標準※の達成率 

小学校 ９６．０％ １０２．５％ １０５％ 

中学校 ８３．７％ １０９．８％ 
１１０％ 

（当初目標 100％） 

 

② 指導計画に基づいた学習コーナーの設置や、調べ学習の実施、学校司書や図書

ボランティアによる読書活動などにより、学校図書館を中心とした読書活動を

推進します。 

③ 夏休み中の開館などの弾力的運用により、児童生徒の主体的な学びを支えます。 

 

(4) 情報活用能力の育成 

① 授業で電子黒板・ＩＣＴ機器の積極的活用を促し、児童生徒の学習意欲と知的

好奇心を高めるような教材を整備し、情報教育の推進と充実を図ります。 

② 課題解決における主体的な情報活用力と情報手段の特性を理解し利用できる

情報収集力を育成します。 

③ プログラミング教育を推進し、情報を整理・分析・判断する力や、プログラミ

ング的思考力を育成します。 

④ 相手を考えた言葉遣いでの情報交換、ルールやマナーの厳守など、情報モラ

ル・情報発信に伴う責任感を育成します。 

 

(5) 家庭学習の推進 

① 家庭と学校が連携し、児童生徒の「進んで学ぶ力」と「心身の健康」をはぐく

む家庭学習を推進し、「確かな学力」の定着につながるよう努めます。 

② 家庭学習の習慣化を図り、家庭で予習・復習を中心とした反復学習が行えるよ

うな学習活動を工夫します。 

 

 

 

 

 

 

 

※学校図書館図書標準…文部科学省が公立義務教育諸学校の学校図書館に整備すべき蔵書の標準として、

平成５年３月に定めたものである。 
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≪成果目標≫ 

【平成２５年度、３０年度全国学力・学習状況調査－結果の概要－より】 

 
平成２５ 

年度 

平成３０ 

年度 

令和５ 

年度 

「自分で計画を立

てて勉強している」

児童生徒の割合 

小学校６学年 ６２．１％ ７２．９％ 
７５．０％ 

（当初目標 70.0％） 

中学校３学年 ４６．７％ ５８．０％ 
６０．０％ 

（当初目標 55.0％） 

「家で学校の授業

の復習をしている」

児童生徒の割合 

小学校６学年 ６１．０％ ７２．７％ 
７５．０％ 

（当初目標 70.0％） 

中学校３学年 ４８．７％ ５３．１％ ５５．０％ 

 

(6) 科学学習環境の工夫・充実 

① 教職員の理科の指導力・授業力の向上を図ります。 

② 生活の中にも不思議を発見するなど、児童生徒の科学的な思考力、判断力、表

現力などはぐくむ学習環境を工夫します。 

③ いつでも科学を体験し学習できる場の工夫を図ります。 

 

(7) 適正な就学前教育の推進 

① 生活や遊びといった直接的・具体的な体験をとおして、情緒的・知的な発達、

社会性をはぐくむ幼児教育の充実に努めます。 

② 幼児教育の質の向上を図るため、研修会開催や保育公開をとおして意見交換の

場をつくり、教職員の資質向上に努めます。 

③ 学校入学時における保護者向け説明会などのさまざまな機会をとらえ、子ども

の教育に対する家庭の役割が再認識できるようにします。 

④ 適切な睡眠時間の確保や朝食摂取、礼儀などの家庭における基本的な生活習慣

の確立を図るよう家庭に働きかけます。 
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児童生徒の学力向上のためには、個々の学習状況に応じたきめ細かな指導を充実さ

せ、授業での学習効果を高めることが求められます。学習の広がりや深まりも含めた

より効果的な授業の実現をめざし、授業形態の工夫や教育課程の見直しなど、これま

でにもさまざまな実践がなされてきています。 

しかしながら、児童生徒の学力向上やそのための授業改善など、これからの時代に

求められる学校教育を実現するためには、教職員の指導力の向上が不可欠といえます。 

 

 

(1) 学力調査の結果を生かした授業改善 

① 各種学力調査から、児童生徒の学力と学習状況の関係などを分析・検証し、学

校での授業改善に向けた取組を進めます。 

 

(2) 主体的・対話的で深い学びを実現する授業の展開 

① 基礎的・基本的な知識・技能の習得、思考力・判断力・表現力などの育成、学

習意欲の向上のための取組を学校全体で進めます。 

 

(3) 児童生徒の学びを創り、意欲をはぐくむ教職員の育成 

① 児童生徒の学習意欲を高め、一人一人に学ぶ喜びや達成感をもたせることがで

きるよう、指導法や教材などの工夫改善を進めます。 

② 研究推進校での成果を広く共有し、教職員全体の指導力向上を図ります。 

③ 学校評価や授業評価を基に授業構成力を高めるとともに、わかりやすい授業づ

くりに努め、生き生きとした教育活動を展開できる教職員を育成します。 

 

(4) 教職員のＩＣＴ活用指導力の育成 

① ＩＣＴを活用した授業の公開など

により実践事例を教職員で共有し、

ＩＣＴ活用指導力を高めるための

研修を進めます。 

 

 

 

 

施策の方針 

 

 

施策の展開 ２－２ 教職員の指導力向上 

 

【ＩＣＴを活用した授業】 
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(1) 津幡町学力調査の実施および学力向上プランの策定 

① 児童生徒の学力・学習の状況を多面的に分析し、課題を明らかにするとともに、

その課題の解決に向けた「学力向上プラン」を各学校で策定します。 

 

(2) 教職員の授業力を高める授業研究の推進 

① 校内研修会を定期的に開催し、児童生

徒の学力や知的好奇心をはぐくむ授

業研究を推進します。 

② 研究推進校を中心として、先進的な実

践研究を進めます。 

③ 授業指導力向上に向けた効果的な方

法や体制についての研究成果を、発表

会や紀要によって全教職員に発信・共有を行います。 

 

(3) 基礎・基本を確実に身に付ける学習指導法の工夫 

① 少人数指導（チームティーチング※１を含む）や習熟度別学習※２により、児童生

徒の基礎的・基本的学習内容の習得および学習習慣の定着を図ります。 

② 教材の開発や指導法の改善などの調査研究を実践報告としてまとめ、授業研究

データベースとして町内全校に広げるとともに、各学校においても改善を図り

ます。 

 

(4) 指導力向上のための研修の充実 

① 教職員としての専門性や今日的な教育課

題への対応力などの向上を図るため、町教

育センターや県教育委員会をはじめとす

る関係機関との連携を生かし、研修の充実

を図ります。 

② 実施した研修については、効果検証などに

基づく評価を充実させ、ＰＤＣＡサイクル

※３を確立します。 

※１）チームティーチング…複数の指導者が役割を分担し、協力しながら授業を行う形式。 

※２）習熟度別学習…教科により、児童生徒の習熟の程度に差が生じやすいことを考慮して、それぞれの

児童生徒の習熟の程度に応じて、補充的な学習や発展的な学習などを取り入れて行うきめ細かな指導。 

※３）ＰＤＣＡサイクル… Plan／Do／Check／Actionの頭文字を揃えたもので、計画（Plan）→実行

（Do）→検証（Check）→改善（Action）の流れを次の計画に生かしていくプロセスのこと。 

具体的な取組 

 

 

【指導力向上のための研修】 

【授業研究の様子】 
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(5) 教職員の育成と学校運営機能の強化 

① 一人一人の実践的指導力や豊かな人間性などを高め、児童生徒の良さを引き出

すことができる教職員の資質向上に努めます。 

② 当面する学校課題の解決や今日的な教育課題を踏まえた校内研修を推進する

とともに、教育センターにおける教職員研修の充実を図ります。 

 

 

③ 学校の自己評価や外部評価を取り入れ、特色ある教育活動に組織的に取り組む

ことができるよう、学校運営機能の強化を図ります。 

 

(6) 教科指導におけるＩＣＴの活用 

① ＩＣＴ機器の整備を行うハード面、ＩＣＴ機器を活用した授業づくりをめざす

ソフト面の充実に努め、ＩＣＴ機器を板書や発表などに積極的に活用します。 

② 教職員のＩＣＴ活用能力向上と指導法の工夫・改善を図るため、教職員研修を

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ミドルリーダー研修会】 

 

【ＩＣＴを活用した授業】 



- 31 - 

 
 町内には、町立中学校２校、町立小学校９校、幼稚園、保育園等があります。これ

らが共に連携し、園児、児童生徒の健やかな成長を支えることが求められます。 

児童生徒の成長を見通し、継続的・発展的に教育を進めて、児童生徒のより良い成

長を促すことができるよう、幼稚園・保育園等・小学校・中学校の連携を強化します。 

 

 

(1) 児童生徒の就学においての円滑な接続と連携強化 

① 幼稚園・保育園等と小学校が、それぞれの教育課程編成や指導方法の工夫を進

めるとともに、園児と児童の交流や教職員による合同研修など、幼保小連携の

取組を推進します。 

② 小学校と中学校が、児童生徒の情報を共有して日頃の指導に生かし、義務教育

９年間をとおした児童生徒の発達に合った学びを実現するため、小中連携の取

組を推進します。 

 

(2) 高等教育機関との連携推進 

① 義務教育以後の高等教育機関と連携した児童生徒の教育活動や、教職員の研究

活動を推進します。 

 

 

(1) 幼保小連携事業の推進 

① 小学校区の幼稚園・保育園等と連携しながら「子どもの育ちと学び」をつなげる

教育活動を進めます。 

具体的な取組 

 

 

施策の方針 

 

 

施策の展開 ２－３ 幼稚園・保育園等・小学校・中学校の連携推進 

 

【幼保小連携事業の様子】 
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② 幼保小連絡会を中心に、園児と児童の交流会、教職員の研修会、公開授業・公

開保育などに取り組み、相互理解を図ります。 

③ 小学校入学時における子どもや保護者の心理的な負担を少なくするために、就

学時健診の場や教育センターだよりなどを活用して、大まかな学校生活の過ご

し方などを紹介し、就学へのなめらかな接続を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【もうすぐ一年生 リーフレット】 
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(2) 小中連携事業の推進 

① 各中学校の小中連携担当者が中心となり、町学校教育研究会とも連携しながら、

小中学校の連携・交流を深めます。 

② 中学校生活の不安解消や心の準備につながる活動を推進します。 

③ 部活動体験、児童生徒の交流、教師間の交流、中学校教師による出前授業など

を実施します。 

④ 小学校卒業から中学校入学につながる取組や教育活動において、教職員の相互

理解を進め、9 年間を見通した教育実践が生かされるよう努めます。 

⑤ 生活習慣の確立に向けて、挨拶や礼儀作法などの基礎を身に付けさせる教育活

動を推進します。また、小中連携事業・家庭学習のすすめのリーフレットなど

を活用し、保護者への理解・協力を呼びかけます。 

 

(3) 高等教育機関などと連携した教育の推進 

① 児童生徒の学力の向上や体験活動の充実を図るため、石川工業高等専門学校や

県立津幡高等学校と連携した事業を企画していきます。 

 

 

 

 

【小中連携リーフレット】 
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子どもの成長は、それぞれの発達の段階や学びの場で区切られているものではなく、

連続しています。一人一人のニーズに応じた教育を実現するためには、乳幼児期から

中学卒業後まで継続的に支援できる体制をつくることや教育にかかわる教職員の実

践的指導力を向上させることが必要です。 

園児や児童生徒の抱えるさまざまな問題に適切に対応できる、きめ細かな支援や、

学校間の連携を推進します。 

 

 

(1) 児童生徒一人一人の成長に必要な支援の充実 

① 一人一人の児童生徒のニーズに応じた一貫した教育的支援を進めるため、支援

にかかわる者すべてが共通理解のもとに指導にあたります。 

 

(2) 支援に必要な体制の整備と学校間連携の推進 

① 支援を要する児童生徒への適切な支援の充実を図るため、特別支援教育支援員

を含めた教職員体制の整備を進めます。 

② 幼稚園・保育園等から小学校、中学校へと適切な支援が引き継がれるよう、個

別の教育支援計画や支援シートを活用し、ネットワークの構築を図ります。 

 

(3) 支援を要する児童生徒の自立と社会参加 

① 保健・医療・福祉などの関係機関との連携強化を図り、将来の社会参加を見据

えた支援を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方針 

 

 

施策の展開 ２－４ 共生社会形成のための特別支援教育の推進 

せい 
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(1) 指導の充実と個別の教育支援計画などの活用 

① 個別の教育支援計画※１および個別の指導計画※２を作成し、支援に生かします。 

② 児童生徒の抱えるさまざまな問題に適切に対応できるきめ細かな指導・支援を

行い、個別の教育支援計画で引き継ぎます。 

③ 個別の指導計画や支援シートを活用し、一人一人に応じた指導の充実に努めま

す。 

 

(2) 特別支援教育における研修の推進 

① 各学校の特別支援教育委員会※３の充実や、特別支援教育コーディネーター※４

の養成などにより、一人一人の子どもに応じた支援や教育内容を充実します。 

② 町教育センターを中心とした研修により、幼稚園・保育園等も含めた特別支援

教育にかかわるすべての教職員の実践的指導力の向上を図ります。 

 

(3) 幼稚園・保育園等・学校訪問の継続実施 

① 町内すべての幼稚園、保育園等、小中学校を訪問し、支援を要する児童生徒の

状況を早期に把握するよう努めます。 

② 教職員との連携により、就学前からの一貫した特別支援教育体制を築き、適切

な指導につなげます。 

③ 母子保健部署と連携し、教育相談体制の充実を図るとともに、小学校入学を控

えた幼児をもつ保護者の不安や疑問の解消につなげます。 

④ 指導主事、学校サポート指導員などが学校訪問を継続的に実施します。 

 

 

 

 

 

※１）個別の教育支援計画…子ども一人一人のニーズを把握し、医療などの関係機関と連携を図りつつ、

学校卒業後まで含んだ長期的な視野に基づいて立てた個人の支援計画。 

※２）個別の指導計画…学校における教育課程や指導計画を踏まえ、教育的ニーズに対応しつつ教育内容

や教育方法を盛り込んだ個別の計画。 

※３）特別支援教育委員会…校長のリーダーシップの下、全校的な支援体制を確立し、発達障がいを含む

障がいのある児童生徒の実態把握や支援方策の検討等を行うため、校内に設置された特別支援教育に関

する委員会。校長、教頭、特別支援教育コーディネーター、教務主任、生徒指導主事、通級指導教室担

当教員、特別支援学級教員、養護教諭、対象の児童生徒の学級担任、学年主任、その他必要と思われる

者などで構成されている。 

※４）特別支援教育コーディネーター…各学校における特別支援教育の推進のため、主に、校内委員会・

校内研修の企画・運営、関係諸機関・学校との連絡・調整、保護者からの相談を受ける役割を担ってい

る。 

具体的な取組 
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現代社会においては、児童生徒に夢や目標をもたせ、学ぶことや働くこと、生きる

ことの尊さ、大切さを実感させ、学ぶ意欲を向上させることが大切です。さまざまな

職業にかかわる人々や企業、経営者、地域の方々の支援を得て、職場・職業体験を実

施し、社会的・職業的自立をめざした活動を推進します。 

 

 

(1) 目的意識の育成と体系的なキャリア教育の推進 

① 働くことの意義や尊さを理解し、明確な目的意識と社会の責任ある一員として

の自覚を持って人生を切り拓くことができる力をはぐくみます。 

② 幼児期から小中学校までの連続したキャリア教育を推進し、発達段階を踏まえ

ながら、社会的・職業的自立に必要な能力や態度を育成します。 

 

(2) 体験的な学習活動の推進と地域との連携 

① 教科、科目などの教育活動全体を通したキャリア教育を推進するとともに、体

験的な学習を日々の活動に積極的に取り入れます。 

② 地域社会や地元の企業などとの連携・協力により、多様で幅広いキャリア教育

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方針 

 

 

施策の展開 ２－５ 社会的・職業的自立をめざしたキャリア教育の推進と拡充 

せい 

 

【職場体験の様子】 

【働く人に学ぶ会での様子】 
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(1) 幼児期におけるキャリア教育の推進 

① 働く人や高齢者など、自分の生活に関係の深い地域の人々とのふれあいや交流

を通じて、人とかかわることの楽しさや人の役に立つ喜びを味わうことができ

る教育を行います。 

② 幼児期から社会での役割を感じ、子ども自身が役に立つ喜びを味わえるように、

家庭でできる手伝いを積極的に取り入れていく大切さを保護者へ働きかけて

いきます。 

 

(2) 小中学校におけるキャリア教育の推進 

① 総合的な学習の時間や道徳で、地域で働く多くの人と交流します。 

② 働くことや夢を持つことの大切さや、社会生活の中で人々が果たしている役割

について理解を深める教育を行います。 

③ 職場体験や地域の人材、技能職者を招いての職業講話などのプログラムを実施

します。 

④ 修学旅行を活用したさまざまな施設や企業訪問などの実施を推進し、より広い

視野でさまざまな職業、生き方を学ぶ機会を充実させていきます。 

⑤ 仕事に対しての意識や自覚、将来の生活や進路などについて考えを深める教育

を行います。 

⑥ 小中９年間のキャリア発達をつなぐためのキャリアパスポート※を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※キャリアパスポート…小学校入学から高校卒業までの記録を学年・校種を超えて引き継ぎ、児童生徒が 

学びの振り返りや見通しに生かすもの。 

具体的な取組 

 

 

【職場体験の様子】 


